
根室市議会６月定例月議会
日本共産党３氏の一般質問

根室市議会６月定例月議会（２３～２６日）における、日本共産党の鈴木一彦議員、橋本

竜一議員、神忠志議員の一般質問の主な内容を紹介します。（登壇順）
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共
に
し

あ

わ
せ
産

み
だ

す

日
本
共
産
党

鈴
木
一
彦
議
員

一
．
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」

に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
１０

月
に
番
号
通
知
、
来
年
１
月

か
ら
番
号
利
用
・
カ
ー
ド
交

付
を
行
い
、
利
用
開
始
の
計

画
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

年
金
機
構
で
個
人
情
報
の
流

出
が
判
明
。
公
的
機
関
の
個

人
情
報
管
理
に
絶
対
安
全
な

ど
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
鈴
木
議
員
は
、

「
市
民
の
個
人
情
報
を
守
る

立
場
に
あ
る
市
長
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は
反

対
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た

が
、
市
長
は
あ
く
ま
で
も
規

定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
作
業

を
進
め
る
と
答
え
ま
し
た
。

二
．
国
道
４４
号
線
の
あ
り
方

に
つ
い
て

温
根
沼
〜
厚
床
間
に
つ
い

て
、
鈴
木
議
員
は
、
貴
重
な

自
然
に
負
荷
を
か
け
る
大
規

模
開
発
で
は
な
く
、
現
道
の

改
良
を
行
う
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。

三
．
教
育
に
関
わ
る
諸
課
題

（
一
）
「
総
合
教
育
会
議
」
に

つ
い
て

「
地
方
教
育
行
政
法
」
の
改
定

に
よ
り
、
市
長
に
は
「
教
育
大

綱
」
の
制
定
や
新
教
育
長
の
任

命
・
罷
免
な
ど
、
教
育
に
対
す

る
新
た
な
権
限
と
任
務
が
課

せ
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
議
員

は
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
市
長
が

教
育
内
容
に
ま
で
積
極
的
に

か
か
わ
る
考
え
が
あ
る
の
か
、

ま
た
、
教
育
長
は
、
改
定
さ
れ

た
方
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に

教
育
の
中
立
性
を
守
っ
て
い

く
の
か
、
見
解
を
問
い
ま
し

た
。

（
二
）
「
小
中
一
貫
教
育
」
に

つ
い
て

鈴
木
議
員
は
、
小
中
一
貫
教

育
で
小
学
校
高
学
年
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
が
困
難
で

あ
る
こ
と
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト

を
指
摘
し
ま
し
た
。
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橋
本
竜
一
議
員

一
．
高
齢
者
介
護
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て

（
一
）
従
事
者
（
専
門
職
）

の
確
保
に
つ
い
て

橋
本
議
員
は
市
内
の
介
護

職
員
の
状
況
に
つ
い
て
確

認
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
事

業
所
に
お
い
て
必
要
な
職
員

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

（
二
）
根
室
市
の
介
護
予
防

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

制
度
改
正
に
伴
い
新
し
く

な
っ
た
介
護
予
防
事
業
に
つ

い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

市
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

二
．
成
年
後
見
に
関
す
る
制

度
の
普
及
に
つ
い
て

市
民
後
見
人
養
成
研
修
の

取
り
組
み
状
況
と
、
今
後
の

課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
問
い
ま
し
た
。

昨
年
度
の
養
成
講
座
で
は
２９

名
の
候
補
者
が
養
成
さ
れ
ま

し
た
が
、
制
度
利
用
に
係
る

金
銭
的
不
安
や
代
理
に
よ
る

契
約
行
為
・
財
産
管
理
へ
の

抵
抗
感
な
ど
か
ら
制
度
が
十

分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
課

題
が
あ
り
ま
す
。

三
．
地
方
創
生
と
自
治
体
財

政
の
課
題
に
つ
い
て

国
は
、
「
骨
太
の
方
針
」
に

基
づ
き
、
国
と
地
方
を
通
じ

た
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
も
、
別
枠
加
算
の
廃
止
、

行
政
改
革
や
地
域
経
済
活
性

化
に
対
す
る
取
り
組
み
成
果

の
反
映
な
ど
、
地
方
交
付
税

制
度
改
革
に
お
い
て
は
国
の

方
針
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た

政
策
に
誘
導
さ
れ
る
も
の
と

懸
念
さ
れ
ま
す
。

神
忠
志
議
員

一
．
地
域
経
済
問
題
に
つ
い
て

（
一
）
サ
ケ
・
マ
ス
流
し
網
漁
業

禁
止
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
神
議
員
は
、
地
域
経
済
が
崩

壊
し
か
ね
な
い
危
機
に
直
面

し
、
市
長
と
し
て
も
っ
と
強
力

に
国
に
働
き
掛
け
る
必
要
が
あ

っ
た
と
指
摘
。
さ
ら
に
、
安
倍

首
相
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
直

接
対
話
に
向
け
、
最
後
ま
で
努

力
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

（
二
）
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

流
し
網
禁
止
に
よ
る
影
響
は

約
二
百
億
円
、
し
か
し
、
「
通

年
操
業
サ
イ
ク
ル
」
の
崩
壊
等

で
影
響
額
は
さ
ら
に
ふ
く
ら

み
、
人
口
減
な
ど
様
々
な
影
響

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
神
議
員
は
、
当
面
、
地
域

経
済
危
機
に
対
す
る
「
緊
急
経

済
対
策
」
を
国
と
道
に
直
ち
に

求
め
る
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。

（
三
）
漁
業
、
水
産
加
工
業
等

の
振
興
対
策
に
つ
い
て

神
議
員
は
、
「
ポ
ス
ト
」
サ
ケ
・

マ
ス
問
題
と
し
て
、
漁
業
、
水
産

加
工
業
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
を

示
す
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
市

長
は
一
般
的
な
施
策
を
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

（
四
）
地
域
振
興
対
策
と
そ
の

財
源
問
題
に
つ
い
て

神
議
員
は
、
流
し
網
禁
止
と

な
れ
ば
地
域
経
済
に
大
き
な

支
障
が
生
じ
、
「
地
域
経
済
振

興
対
策
」
を
改
め
て
見
直
す
作

業
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
る
と
指

摘
。
ま
た
、
地
域
振
興
の
財
源

対
策
を
国
、
道
に
求
め
る
よ
う

訴
え
ま
し
た
。

二
．
「
『
安
保
法
制
』
問
題
」
と

地
方
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て

神
議
員
は
、
「
安
保
法
制
」
に

対
す
る
市
長
の
見
解
を
求
め
る

と
と
も
に
、
「
戦
争
す
る
国
」
に

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
地
方
自
治

の
あ
り
方
も
大
き
な
問
題
が
生

じ
て
く
る
と
指
摘
し
て
、
市
長

の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

三
．
文
化
財
保
護
の
諸
課
題
に

つ
い
て

（
省
略
）


